
はじめに

令和元年度の診療報酬改定により，入院前からの支援
を評価する入院時支援加算が新設され，これまでの「患
者の入院生活のみでなく退院後の生活」をも見据えた入
退院支援加算の拡充が図られた。これを機に，薬剤に関
連した手術中止の回避をはじめ，入退院支援をより一層
強化するため，薬剤師の早期介入が行われるようになっ
てきた。外来から入院へ，入院から外来（在宅）へとシー
ムレスな薬学的介入を行うことで，患者には時期に応じ
た適切な薬物療法を提供できると考えられる。

しかしながら，これまでに入退院支援に関する薬剤師
業務を詳細に分析，かつ評価した報告はほとんどみられ
ない。日本病院薬剤師会学術第２小委員会では，薬剤師
が入退院支援業務に介入することによる効果を明らかに
することを目的として，令和元年度より調査研究活動を
行った。本稿では，３年間にわたる調査結果の概要を報
告する。

調査研究内容

１．全国における入退院支援業務の内容および薬剤師の
活動状況に関する調査
初年度は全国における入退院支援に係る業務の現状を

把握するため，入退院支援業務の内容および薬剤師の活
動状況を調査した。あわせて，周術期における介入およ
び退院時における他施設との連携の現状を把握するため，
アンケート調査を行ったところ，206施設から１項目以
上の有効回答を得た。

その結果，施設の病床数が増えるにつれて，単位病床
当たりの薬剤師数が多くなっており，入退院支援部門を
設置している施設数も増加していることが明らかとなった。

入院支援業務に関しては，病床数が増えると薬剤師に
よる介入割合が高くなる傾向が認められた。また，常用
薬の確認を中心に多くの施設で薬剤師が入院支援業務に
介入していることが確認された。

一方，退院支援業務については，施設によって薬剤師
の介入度合いに大きな差があり，本業務に対する薬剤師
の介入は未だ十分でない現状が明らかとなった。
２．入院支援業務におけるアウトカム評価

２年目には初年度の現状把握を踏まえたうえで周術期
に着目し，入院支援に関係するアウトカム評価を行った。
入院支援業務における薬剤師による薬学的介入の効果を
検証するため，入院前の薬剤師による介入度合いが周術
期関連のインシデント数に及ぼす影響とその経年的変化
を調査した。対象施設は令和元年度調査で全身麻酔によ
る手術件数が１ヵ月当たり200件以上と回答された76施
設とした。回答は38施設から得られた（回答率50％）。

周術期において，長期にわたり一定以上，特に50％
以上の介入を継続している施設では周術期に係るインシ
デント数が少なくなる傾向が認められた。このことから，
入院前から手術目的で入院する患者に対し介入すること
により，医療安全上良好な結果がもたらされると考えら
れた。

現行の薬剤師による術前介入では，抗血栓薬のほかに
血管新生阻害薬，血糖降下薬などが確認すべき薬剤とし
て設定されていることが判明し，すでに広範な薬剤が確
認対象薬とされている現状が明らかとなった。

今回の調査では，インシデントレポート数をアウトカ
ム評価対象とした。しかしながら，インシデントレポー
ト数は薬剤師の介入効果のみでなく，他職種を含むチー
ムあるいは施設としての取り組みによる効果を示してい
る可能性も考えられた。
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３．退院支援業務におけるアウトカム評価
最終年度には退院支援関連業務について評価を行うた

め，薬剤師の退院支援業務への介入の経時的変化と一定
期間内の患者再入院に及ぼす影響について調査した。主
な調査項目は退院指導，ほかの医療機関・保険薬局等へ
の情報提供などの退院支援業務への介入度，および30
日以内の予定外再入院率とした。

精神科および療養型を含むすべての種別から回答の登
録があり，最終的に179施設から１項目以上の有効回答
を得た。今回の検討では一般病院およびケアミックスか
らの回答を解析対象とした。

退院時薬剤管理指導料等の算定の有無に限らず，退院
指導およびほかの医療機関・保険薬局へ情報提供への介
入度合いは経年的に増加していた。一方で，薬剤師の退
院時カンファレンスへの出席率は未だ低調であった。

薬剤師の退院支援業務への介入度が高い施設では30
日以内の予定外再入院率が有意に低率であった。

しかしながら，退院支援業務においては未だ施設間の
業務展開に差があり，業務として定着させるためにはマ
ンパワーの確保や既存業務の見直し等による業務時間の
捻出等が課題と考えられた。

まとめ

３年間の活動において，薬剤師による入退院支援業務
の現状と薬剤師の介入が患者アウトカムに与える影響を
評価した。その結果，以下の知見を得た。

まず，入退院支援業務の概要調査により，すでに多く
の施設において入院支援業務に介入している実態が明ら

かとなった。
次に，入院支援業務のうち，薬剤師の入院前からの周

術期管理への介入が定着している施設では周術期関連イ
ンシデントが減少しており，一定の介入効果があると推
察された。

そして，退院支援業務では，薬剤師による介入度の増
加が一定期間内の予定外再入院率の減少に影響を与えて
いる可能性が考えられた。

一方で，今回の調査における入退院支援業務への介入
効果では薬剤師に加え，他職種による介入効果が複合的
に影響している可能性も考えられる。

今後の業務展開として，入退院支援業務をチームある
いは施設全体で取り組む際には薬剤師が積極的に参画し，
他職種との連携を深める，すなわち院内連携を密にする
ことで患者アウトカムに良好な効果をもたらすことが示
唆された。
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